
令 和 ３ 年 度 全 国 安 全 週 間 を 迎 え る に あ た っ て  

 

全 国 安 全 週 間 は 、昭 和 ３ 年 に 初 め て 実 施 さ れ て 以 来 、「 人 命 尊

重 」と い う 基 本 理 念 の 下 、「 産 業 界 で の 自 主 的 な 労 働 災 害 防 止 活

動 を 推 進 し 、 広 く 一 般 の 安 全 意 識 の 高 揚 と 安 全 活 動 の 定 着 を 図

る こ と 」 を 目 的 に 、 一 度 も 中 断 す る こ と な く 続 け ら れ 、 今 年 で

9 4 回 目 を 迎 え ま す 。  

本 年 度 も ６ 月 １ 日 か ら ６ 月 3 0 日 ま で を 準 備 期 間 と し 、 ７ 月

１ 日 か ら ７ 月 ７ 日 ま で を 本 週 間 と し て 実 施 さ れ ま す 。  

令 和 ３ 年 度 全 国 安 全 週 間 の ス ロ ー ガ ン は 、「 持 続 可 能 な 安 全

管 理 未 来 へ つ な ぐ 安 全 職 場 」 と な っ て お り 、 す べ て の 働 く 方 が

安 心 し て 安 全 に 働 く こ と の で き る 職 場 の 実 現 を 目 指 し ま す 。  

さ て 、 常 総 労 働 基 準 監 督 署 管 内 に お け る 令 和 2 年 の 労 働 災 害

発 生 状 況 は 、 休 業 ４ 日 以 上 の 労 働 災 害 件 数 が 3 4 7 件 、 う ち 死 亡

件 数 は 0 件 と な り ま し た 。  

死 亡 件 数 は 、 令 和 元 年 が 4 件 だ っ た も の が ゼ ロ と な っ た 一 方

で 、休 業 ４ 日 以 上 の 労 働 災 害 件 数 は 3 3 件 増 加（ 前 年 比 + 1 0 . 5 ％ ）

し て い ま す 。  

被 災 労 働 者 の 年 代 を 見 る と 6 0 歳 以 上 の 割 合 が 2 5 . 6 ％ と 高 く 、

事 故 の 型 で 見 る と 転 倒 7 2 件 （ 2 0 . 7 ％ ）、 次 い で 挟 ま れ ・ 巻 き 込

ま れ 5 4 件 （ 1 5 . 6 ％ ）、 墜 落 ・ 転 落 5 3 件 （ 1 5 . 3 ％ ） と な っ て い ま

す 。  

各 事 業 場 に お き ま し て は 、 過 去 の 災 害 事 例 を 分 析 し 、 高 齢 者

の 増 加 等 に 合 わ せ た 作 業 環 境 の 見 直 し 、 通 行 中 の 転 倒 災 害 防 止

対 策 、 ト ラ ブ ル 復 旧 時 の 安 全 な 作 業 手 順 の 徹 底 な ど に つ い て 労

使 で 協 議 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

こ の コ ロ ナ 禍 に お い て 大 変 な 状 況 で あ り ま す が 、 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 に 伴 う 社 会 情 勢 の 変 化 等 に 対 応 し 、

将 来 を 見 据 え た 持 続 可 能 な 安 全 管 理 を 継 続 し て 実 施 し て い き

ま し ょ う 。  
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